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1 ．はじめに
日々の食事は心身の健康維持・向上のため重要な役割を担っているが、近年の調理家電や加工食品のめざま
しい発達・発展によって食事作りやその内容が簡略化されつつある。そのため、自然の恩恵である野菜や果物
などの栽培過程をよく理解していない者は少なくない。磯部ら（2008）1）、筒井ら（2021）2）は調理技術の習
得度が低い大学生ほど、日常の調理頻度は低いと報告している。また、筒井・浅野（印刷中）3）はアンケート
調査から大学生には面取り、かつらむき、蛇腹切り、白髪切り等の調理技術を習得していない者が多いと報告
している。調理経験が少なく食生活が不規則になりがちな若者において、食料となる作物がどのような過程で
栽培・収穫されているかを知ることは重要で、自然体験の経験は自然摂理を理解する絶好の機会である。山田
（2006）4）は学童期の農業体験学習は実施場所によるが、自然や生き物への観察力、科学的知識などが深まる
と述べ、英・矢部（2014）5）は小学 3年生を対象とした農業体験学習の実施後のアンケート調査結果から、食
事の好き嫌いが少なくなった、野菜を多めに食べたいと思う等の食習慣の変化があると報告している。農林水
産省「食生活及び農林漁業体験に関する調査（2020）」6）によると、農林漁業体験の参加がある者（n=1,434）
は体験によって苦手な野菜を食べられるようになった者が 9.8％であると報告されている。しかし、これまで
の自然体験の経験が現在の食事内容にどのような影響を及ぼしているかを明らかにした研究はほとんどみられ
ない。
本報告では大学生を対象に自然体験の経験に関するアンケート調査を実施し、現在の食事内容との関係性を
調べ、今後の調理科目への自然体験の導入について検討することとした。

2 ．調査方法
1 ）対象者
2020 年度学部授業 調理学を受講した大学 2～ 4年生 20 人（男性 3人、女性 17 人）を対象にした。

2）自然体験に関するアンケート調査
2020 年 12 月 7 日～ 12 月 15 日に、自然体験の経験に関するWeb アンケート調査を実施した。調査項目は
自然や動植物にふれあうこと、環境問題への関心、食べ物や料理への関心、料理好きについて 4段階で回答し
てもらった（4点：とてもある、3点：少しある、2点：あまりない、1点：全くない）。学童期と大学入学後
における自然体験の経験（①昆虫採集、②魚釣り・沢遊び、③草花摘み・落ち葉拾い、④植物の栽培・収穫、
⑤動物（ペット）の飼育、⑥キャンプ、⑦ハイキング・登山、⑧スキー・雪合戦）の有無についても回答して
もらい、④植物の栽培・収穫の経験があった者はその植物の種類についても記述した。その後、学童期と大学
入学後の自然体験の経験数、栽培・収穫した植物の種類について整理し、Wilcoxon の順位和検定を用いて有
意差検定した。
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3 ）一日の食事内容に関する調査
2020 年 11 月前半における、ある一日の食事内容について思い出し法にて書き出してもらい、その記録から
一汁三菜（5点）、三品［主食と主菜と汁物、主食と主菜と副菜など］（4点）、二品［丼、麺類、主食と汁物など］
（3点）、単品［主食、果物等］（2点）、欠食（1点）に分類し、平均評点を求めた。有意差検定にはWilcoxon
の順位和検定を用いた。
同時に、エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物、食物繊維、食塩相当量の摂取量を概算してもらった。
それぞれ対象者人数で割って平均値を求め、日本人の食事摂取基準（2020 年度版）（厚生労働省　健康局健康
課 2020）7）の身体活動レベルⅡの給与栄養目標量に対する過不足について考察した。

4）倫理的配慮
Web アンケート調査時には国立大学法人愛知教育大学研究倫理規定に従いプライバシーの保護、いかなる
不利益を被ることはないこと、また得られたデータは ID番号をつけて匿名化して研究以外に使用しないこと
等を記載し、対象者から同意を得た。

3 ．調査結果及び考察
1 ）自然体験について
図 1に大学生の料理や自然環境への関心度を示した。自然や動植物、食べ物、料理への関心については対象
者のうち 90％以上がとてもある（4点）又は少しある（3点）を選択しており、調理学を受講した学生ならで
はの関心の高さであった（図 1）。なお、環境問題への関心はあまりない（2点）を選んだ者が約 30％存在した。
次に、図2に学童期、大学入学後の自然体験の経験を示した。対象者の約70％以上の者が学童期、⑤動物（ペッ

ト）の飼育を除く全てを経験していたが、大学入学後には②魚釣り・沢遊び、④植物の栽培・収穫、⑥キャン
プの経験は学童期に比べて半減した（図 2）。そのため、一人あたりの自然体験の平均経験数（n=20、3.75 種
類）は、学童期の 6.35 種類よりも少なかった。なお、大学入学後の⑧スキー・雪合戦の経験が少なくなった
要因の一つとして、地球温暖化による暖冬の影響が考えられた。農林水産省「食生活及び農林漁業体験に関す
る調査（2020）」6）によると、地方圏では小学生での農林漁業体験が 51.7％と最も多く、この割合は 20 代、30
代の約 2倍に相応しており、本調査においても同様の傾向が見られた。山本（2012）8）は幼少期の植物栽培は
大学生の社会性（問題解決、コミュニケーションスキル）に影響を与えていると述べている。本報告の対象者
は自然や動植物とふれあうこと、料理をすることは好きであるが、日常生活では自然体験が少ないため、その
ような機会を大学生活や授業で設定し、関心を高められるよう促すことが重要である。
図 3に学童期、大学入学後の植物の栽培・収穫経験を整理した。栽培・収穫の経験がある植物の種類につい

図 1　大学生の料理や自然環境への関心度（n=20）
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て問うと、対象者の大半が学童期にさつまいも、ミニトマト、あさがおの栽培・収穫を経験していたが、大学
入学後はこれらの経験割合はいずれも約 15％以下まで減少した（図 3）。対象者全体（n=20）において学童期
には平均 3.35 種類の植物を栽培していたが、大学入学後は 0.65 種類に激減した。前述のように自然や植物へ
の関心はとても高いが（図 1）、実際に多種類の植物を栽培している者は少なかった。大学入学後、最も多く
栽培した者はさつまいも、ミニトマト、あさがお、ひまわりの 4種類であった。
そこで、学童期、大学入学後、いずれも自然体験の経験数が 8種類中 4種類以上の者を高群とし（n=11）、

図 2　学童期、大学入学後の自然体験の経験（n=20）
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図 3　学童期、大学入学後の植物の栽培・収穫経験（n=20）
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表 1　自然体験の経験数と栽培・収穫経験のある植物の種類

**：p ＜ 0.01

 n=11  n=9  
  6.64 6.00 

** 5.00 2.22 
 

 
 3.73 2.75 

 0.91 0.25 
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3 種類以下の者は低群（n=9）とした。表 1に、自然体験の経験数と栽培・収穫経験のある植物の種類を示した。
学童期における自然体験の経験数はいずれも 6種類以上あったが、大学入学後の経験数については、低群（n=9、
2.22）は高群（n=11、5.00）より有意に（p<0.01）少なかった（表 1）。栽培・収穫経験のある植物の種類につ
いては、自然体験の経験数が少ない低群（n=9）は、学童期、大学入学後とも高群よりも少なかった。Litt et 
al.（2011）9）は家庭菜園をする者は野菜・果物の摂取が多い傾向にあると述べている。「平成 28 年国民健康・
栄養調査報告（厚生労働省 2017）」10）によると、愛知県の 20 歳以上の平均野菜摂取量は全国で男女ともに下
位群であり、食育推進の点からも自然体験の経験を通した食生活の改善が求められる。栽培や収穫を通し、動
植物への愛着を深めたり、食材の栄養素についての関心を高めたりする等、今後、授業内容の工夫が必要である。

2）大学生の食事内容
次に、これまでの自然体験の経験が現在の食事内容に与える影響について調べた。一日の食事記録に基づ
く大学生の食事内容を図 4に、それに基づく平均評点を表 2にそれぞれ示した。対象者全体の平均値（n=20）
は朝食が 2.95 点、昼食は 3.25 点、夕食は 3.50 点と順に増加し、駒場ら（2015）11）の調査対象者と同様に夕食
の品数は朝食よりも多くなる傾向にあった。自然体験の経験数に着目すると、夕食の品数は両群とも朝食より
多かったが、三品以上（5点、4点）の高群（n=11）が 63.7％（7 人）、低群（n=9）は 33.3％（3 人）を占め
たことから、高群の平均評点（3.82 点）は低群（3.11 点）に比べ高かった（図 4、表 2）。自然体験の経験が食
事内容に良い影響を与えていると示唆された。
また、夕食の食事内容を具体的に取り上げ整理したが（表 3）、主食、主菜、副菜、汁物の内容については
自然体験の経験数に影響を受けなかった。
次に、表 4に食事記録に基づいた大学生の一日あたりの栄養摂取量（概算）を示した。全体平均がエネルギー

表 2　一日の食事記録に基づく大学生の食事内容に関する平均評点

図 4　一日の食事記録に基づく大学生の食事内容
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1,501kcal、たんぱく質 73.5g、脂質 55.5g、炭水化物 192.1g、食物繊維 10.8g、食塩相当量 7.2g であった（表 4）。
食材の目方による計量誤差を考慮しても、食物繊維の摂取量は目標量に対してとても少なかった。エネルギー
は男女合わせての平均値であるが（男性 3人、女性 17 人）、20 人中 17 人が 2,000kcal を下回り、エネルギー
不足であった。たんぱく質の平均摂取量は自然体験の経験に関わらず概ね目標量を満たしたが、食事記録には
豚肉や鶏肉、豆類を用いた料理が多く、魚介類の料理を挙げた者は 20 人中わずか 4人しかいなかった。本研
究においても、大学生における魚離れは他研究（志垣ら 200412）、筒井ら 202113））と同様の結果であった。また、
自然体験の影響をみると、高群は毎食の欠食率が低いため、脂質を除く全ての栄養素において低群の平均値を
上回った。自然体験の経験の多い者（高群）は食事内容の充実により栄養素の摂取量がやや多くなったが、食
物繊維は女性の目標量の 18g をはるかに下回り、野菜を十分摂取できるような献立の見直しが必要である。
本報告では調査対象者数が少なく、新型コロナウイルス感染拡大のため様々な活動の自粛によって 14）、15）、
大学入学後の自然体験の機会が少なくなった可能性が考えられる。今後は食べ物や調理にあまり関心のない大
学生も含め、より多くの若者を対象とし実際に自然体験を通した調理（自家栽培野菜を用いた調理）が食生活
に及ぼす影響について調べる必要がある。筒井ら（2020）16）は対面授業の場合、グループ調理は学習者間の
対話や観察を通して自己肯定感や発展性が高まりやすいと述べており、自然体験の活動とグループ調理を合わ
せることで、さらに学習者間の協調性や社会性の高まりが生じ、教員養成の大学生としての資質向上につなが
ると期待できる。

4 ．要約
調理学を受講した大学生は料理や自然環境への関心は高いが、学童期に比べ自然体験の経験が少なかった。
自然体験の経験数が少ない低群には欠食が見られ、一日あたりの必要な栄養素が不足していた。今後は、食育
推進の一環として自然体験を通した調理を授業に取り入れ、自然の恩恵や先人の知恵に対し、さらに感謝でき
るような人材育成に努める必要がある。

表 3　夕食における食事内容の具体例

n=8 n=12

表 4　食事記録に基づいた大学生の一日あたりの栄養摂取量（概算）

4  

       
n=20  1,501 kcal 73.5g 55.5 g 192.1 g 10.8g 7.2g 
n=11  1,624 kcal 86.4g 52.4g 224.2g 11.9g 7.9g 
n= 9  1,351kcal 57.8g 59.3g 152.9g  9.5g 6.4g 
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